
％A
妊婦健康診査は妊婦の健康管理の充実に不可欠であるが、妊婦への経済的負担が課題であった。令和元年に妊婦健康診査
の補助額を引き上げ、妊婦の経済的負担軽減を行った。妊婦健康診査補助券利用率は５年間で向上することができた。引き続
き妊婦健診の受診勧奨をし、妊婦の健康管理の充実に努めていく。

母子保健コーディネーターを配置して相談
体制を整える。

29年度から担当が保健所健康増進課とな
り、妊婦健康診査費用補助券の償還払い
手続きは保健所まで足を運んでいただくこ
ととなるため市民の利便性に課題がある。

保健所での母子健康手帳の発行数が
減っており、専門職との面接が早期からで
きない状況である。また、働く妊婦が増加
しており、電話での様子確認に時間がか
かることが課題である。

妊婦健康診査費用補助金の増額につい
て、円滑に実施できるよう体制を整える必
要がある。

５年間の評価
と総括

評価 （５年間の総括）

（数値目標がある場合）
達成率 95

取組
状況

H２７の取組内容

次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 R1年度目標と指標の目標値（R１）の差異の理由

H３０の取組内容 R１の取組内容
母子健康手帳交付場所を拡大するととも
に、各窓口でのハイリスク妊婦の早期発
見と早期対応に努めた。

（年度目標に対する取組以外）
妊婦の歯科相談を健康相談で受けられる
ようにした。

母子健康手帳及び妊婦健康診査補助券
の交付については、出張所等において
は、看護職等の対応ができていないため、
必要時電話連絡をいただき母子保健コー
ディネーター等が対応した。

（年度目標に対する取組以外）

支所・出張所の職員を対象に、発行時の
注意点や気になる方がいた時の対応につ
いての説明を行っている。
すべての妊娠届書を母子保健コーディ
ネーターが目を通し気になる方には電話
連絡を行っている。
（年度目標に対する取組以外）
里帰り出産等で妊婦健康診査補助券を利
用できなかった方には償還払いを行った。

妊婦全数の専門職面談ができないため、
引き続き母子保健コーディネーターが全て
の妊娠届出書に目を通し、ハイリスク妊婦
を早期に支援につなげられるよう配慮して
いる。

（年度目標に対する取組以外）

妊婦全数の専門職面談ができないため、
引き続き母子保健コーディネーターが全て
の妊娠届出書に目を通し、ハイリスク妊婦
を早期に支援につなげられるよう配慮して
いる。
妊婦の経済的負担の軽減のため、令和元
年１０月より妊婦健康診査費用補助額を
51000円から64000円に引き上げを行っ
た。
（年度目標に対する取組以外）

A

年度
実績

84.1% 87.7% 84.3% 88.40% 85.64%

年度
評価 B A A A

H２８の取組内容 H２９の取組内容

R１

90% 90% 90% 90% 90%
年度
目標

H２７ H２８ H２９ H３０

妊婦健康診査補助券利用率 82.91%（Ｈ２５） 90.0%

4

指標 現状値（H２６） 目標値（R１）

施策の方向 親と子の健康の確保

担当課 保健所　健康増進課

施策内容と目標
妊娠の届出をした妊婦に、母と子の健康と成長の記録となる母子健康手帳を交付し、一貫した健康管理を行います。また、妊婦健康診査の助成を通して、より妊婦の健康管理の充実を図る
とともに、異常の有無を早期に確認し適切な指導を行います。

指標

関連
計画

1 茅ヶ崎市健康増進計画 2 ちがさき男女共同参画推進プラン

3

茅ヶ崎市子ども・子育て支援事業計画　施策進捗管理シート

施策名 妊婦の健康管理の充実
方向性 継続 掲載頁 Ｐ 77

計画
体系

基本目標 親と子の健康の確保及び増進
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％A
健康診査にて乳幼児の成長発達の状態を保護者と確認し、異常等があれば適切な機関でフォローが受けられるよう委託医療機関等と連
携を行った。また、言葉や精神発達、保護者の子育ての困りごと等に対しても傾聴・助言を行い、安心して子育てができるよう支援した。未
受診の場合は、受診勧奨や子どもの安全確認のため未受診理由把握に努めた。引き続き乳幼児健康診査を実施し乳幼児の健康管理の
充実に努める。

受診率や健診への満足度の維持・向上の
ため、健診日や健診内容についての検
討。

29年10月から会場が保健所に移転する予
定のため、市民が混乱なく利用できるよう
に周知を図る。
受診率向上のため幼稚園、保育園に協力
依頼をする。

健診が円滑にできるよう、会場誘導の配
置の工夫をする。

３歳６か月児健康診査において、保育園
や幼稚園を休ませたくないとの理由で受
診をちゅうちょする保護者からの声があ
る。保育園及び幼稚園に対して健康診査
受診について配慮いただけるように協力
依頼をする。

５年間の評価
と総括

評価 （５年間の総括）

（数値目標がある場合）
達成率 99

取組
状況

H２７の取組内容

次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 R1年度目標と指標の目標値（R１）の差異の理由

H３０の取組内容 R１の取組内容
未受診者に対して受診勧奨をすすめ、未
受診者全数の状況把握に努めた。

（年度目標に対する取組以外）
健やか親子２１で新たに追加になった問
診項目を早期に開始した。

未受診者については、文書による状況把
握か、地区担当保健師による電話・訪問
等により受診勧奨及び状況把握に努め
た。

（年度目標に対する取組以外）

未受診者については、文書による状況把
握か、地区担当保健師による電話・訪問
等により受診勧奨及び状況把握に努め
た。

（年度目標に対する取組以外）
10月から会場を保健センターから保健所
に移し概ね円滑に実施することができた。

未受診者については、文書による状況把
握か、地区担当保健師による電話・訪問
等により受診勧奨及び状況把握に努め
た。

（年度目標に対する取組以外）
１歳６か月児集団健康診査において、待ち
時間を活用した歯科集団指導をおおむね
すべての参加者に向けてできるように運
営方法を見直した。

未受診者については、文書による状況把
握か、地区担当保健師による電話・訪問
等により受診勧奨及び状況把握に努め
た。

（年度目標に対する取組以外）

A

年度
実績

96.4%
４か月児健診ー99.2%

10～11か月児健診ー98.2%
1.6歳児健診ー96.2%
3.6歳児健診ー92.4%

96.3%
4か月児健診－97.5%

10～11か月児健診－97.7%
1.6歳児健診－97.2%
3.6歳児健診－93.2%

96.0%
4か月児健診－98.4%

10～11か月児健診－97.7%
1.6歳児健診－94.9%
3.6歳児健診－93.5%

96.3%
4か月児健診－96.5%

10～11か月児健診－98.0%
1.6歳児健診－96.6%
3.6歳児健診－94.5%

95.8%
4か月児健診－99.4%

10～11か月児健診－97.5%
1.6歳児健診－96.0%
3.6歳児健診－91.2%

年度
評価 A A A A

H２８の取組内容 H２９の取組内容

R１

96.0% 97.0% 97.0% 97.0% 97.0%
年度
目標

H２７ H２８ H２９ H３０

乳幼児健康診査平均受診率 96.2%（Ｈ２５） 96.5%

4 第3期茅ヶ崎市障害者保健福祉計画

指標 現状値（H２６） 目標値（R１）

施策の方向 親と子の健康の確保

担当課 保健所　健康増進課

施策内容と目標
健康診査を「乳幼児の健康状態を確認し、疾病・異常等の早期発見とともに各時期の育児上のポイントを親と確認できる機会」として捉え、安心して子育てができるよう支援します。個別健康
診査（４か月児・１０～１１か月児）では、委託医療機関との連携を密にするとともに、集団健康診査（１歳６か月児・３歳６か月児）では、待ち時間に保育士による親子のふれあい遊びの機会
を設けるなどの取組も推進します。

指標

関連
計画

1 茅ヶ崎市健康増進計画 2 第２次茅ヶ崎市食育推進計画

3 ちがさき男女共同参画推進プラン

茅ヶ崎市子ども・子育て支援事業計画　施策進捗管理シート

施策名 乳幼児の健康管理の充実
方向性 継続 掲載頁 Ｐ 77

計画
体系

基本目標 親と子の健康の確保及び増進
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取組
状況

H２７の取組内容 H２８の取組内容 H２９の取組内容 H３０の取組内容 R１の取組内容
予診票冊子個別送付について、冊子の表紙の
字数を減らしイラストを入れることにより保護者
が読みやすいようにレイアウトを変更した。
住登外児が市内で定期接種を受けられる体制
を整えた。
（年度目標に対する取組以外）
定期予防接種償還払い制度の書式を見直し、
保護者負担及び事務軽減をはかり、窓口時間
を短縮した。

次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 R1年度目標と指標の目標値（R１）の差異の理由

Ｂ型肝炎ワクチンの定期接種化 母子保健と予防接種を一元管理でき
るよう保健所総合システムを導入し、
接種対象児の抽出など効率的に運営
する。

予診票冊子個別送付について、保護者から「ま
だ来ない」等の問い合わせが多くあったため送
付時期を早める。また、アンケートを行い内容
の改善に繋げる。
住登外だが市で定期接種を受ける児について
把握し、専用予診票発行の体制を整える。

毎月対象者に対して、ＭＲⅠ期、水痘、二
種混合ワクチンの個別通知をし、接種勧
奨に努めた。

（年度目標に対する取組以外）
28年度の償還払い制度の導入準備を行っ
た。

28年10月からＢ型肝炎定期予防接種を開
始した。

（年度目標に対する取組以外）
28年6月から定期予防接種償還払い制度
の運用を開始した。

29年4月から保健所総合システムを導入
し、接種対象児のデータ抽出による予診
票冊子の個別送付を行い、接種勧奨に努
めた。

（年度目標に対する取組以外）

予診票冊子個別送付について、保護者か
らの意見を反映し送付時期を１０日程度
早めた。また、冊子の「注意書き」にも修正
を加え、接種医療機関における事務軽減
をはかり処理速度を上げた,。

（年度目標に対する取組以外）

定期予防接種償還払い制度用の書式を見直
し、保護者負担及び事務軽減をはかる。

５年間の評価
と総括

評価 （５年間の総括）

（数値目標がある場合）
達成率 96 ％A

母子保健と予防接種を一元管理できるよう保健所総合システムを導入したことにより、接種対象児の抽出や接種履歴の管理等
を効率的に運営できるようにした。また、保護者の意見を反映し予診票冊子個別送付時期を早めることにより、保護者が接種ス
ケジュールを立てやすいようにした。今後も保護者の利便性に配慮しつつ、接種率の向上に寄与する取組を進めていく。

年度
評価 A A A A A

年度
実績

97.6%
（子宮頸がん予防・３種混合・不活化ポリ

オ・日本脳炎除く）

97.5%
(子宮頸がん、３種混合、不活化ポリオ、Ｂ

型肝炎を除く）

98.3%
（子宮頸がん、３種混合、不活化ポリオ

を除く）

101.7%
（子宮頸がん、３種混合、不活化ポリオ

を除く）

95.7%
（子宮頸がん、３種混合、不活化ポリオ

を除く）

R１

100%
（子宮頸がん予防・３種混合・不活化ポリ

オ・日本脳炎除く）

100%
（子宮頸がん予防・３種混合・不活化ポリ

オ・日本脳炎除く）

100%
（子宮頸がん予防・３種混合・不活化ポリ

オ除く）

100%
（子宮頸がん予防・３種混合・不活化ポ

リオ除く）

100%
（子宮頸がん予防・３種混合・不活化ポ

リオ除く）

子宮頸がん予防 ５．１％（Ｈ２５）

年度
目標

H２７ H２８ H２９ H３０

４種混合 ７７．６％（Ｈ２５）

ＢＣＧ ８８．０％（Ｈ２５）

日本脳炎 ３回（積極的受診勧奨していない）（Ｈ２５）

ＭＲ一期 ９６．２％（Ｈ２５）

３種混合 ２３．９％（Ｈ２５）

２種混合 ６２．６％（Ｈ２５）

ＭＲ二期 ９５．８％（Ｈ２５）

ヒブ １０６．０％（Ｈ２５）

小児用肺炎球菌 １０２．５％（Ｈ２５）

施策の方向 親と子の健康の確保

担当課 保健所　健康増進課

施策内容と目標
感染症に対する免疫を確保し疾病の発生率及び流行を予防します。児童・生徒の接種率が乳幼児に比べ低くなる傾向にあることから、学校・教育機関との連携により正しい予防接種の知識
を保護者に提供し、予防接種率の向上を図ります。

指標

関連
計画

1 茅ヶ崎市健康増進計画 2

3 4

指標 現状値（H２６） 目標値（R１）

不活化ポリオ ３７．２％（Ｈ２５）

不活化ポリオ、3種混合は4種混合ワクチンに移行完了。予防接種
全部に接種率100%
（子宮頸がん予防ワクチンは副反応の問題があり、H26.4月現在も
積極的接種勧奨をしていない。
H26.10月より、水痘ワクチンが開始される。）

茅ヶ崎市子ども・子育て支援事業計画　施策進捗管理シート

施策名 予防接種の推進
方向性 拡大 掲載頁 Ｐ 78

計画
体系

基本目標 親と子の健康の確保及び増進
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％A

1歳６か月児歯科健康診査および３歳６か月児歯科健康診査では、必要時応じて個別指導を実施した。また、1歳６か月歯科健診では歯科
集団指導を実施し、歯科保健に関する知識の普及に努めた。また、のびのび２歳児歯と遊びと育児の相談では、対象者への個別通知を開
始したことで、来談率が平成２７年の53.7％から令和元年７１％に増加した。歯科の状態は児の発達や生活面が大きく影響してくることから、
歯科だけでなく、発達を促す遊びの紹介や生活面への保健指導も実施した。３歳６か月児歯科健康診査でのう蝕有病者率は、平成２７年度
15.2％から令和元年度11.6%に改善している。今後は新型コロナウイルス感染症対策に配慮しながら事業の実施に向けて検討していく。

幼児歯科健診等で、待ち時間が長くなるこ
とがあるため、事業従事者の配置の見直
し。

29年度から、会場が保健所になるため、運営
方法の検討が必要。
保育園・幼稚園での健診があるため受診しなく
て良いと思っている保護者がいるので、幼稚
園・保育園に受診勧奨の協力を依頼する。

のびのび2歳児歯と育児の相談について
は、来談率増加を図るため、全戸通知を
検討する。また、発達に合わせた遊びの
紹介を取り入れる。

のびのび２歳児歯と育児の相談は全戸通
知にしたことにより来談率は上がった。
年々１歳半健診からの発育、発達面の
フォロー者が増加しているため、フォロー
者の受診率を上げられるよう、１歳半健診
で周知をしていく。

５年間の評価
と総括

評価 （５年間の総括）

（数値目標がある場合）
達成率 93

のびのび２歳児歯と遊びと育児の相談は
H３０年より個別通知したことで、来談率は
71%に増加。
新型コロナウイルス感染症の影響で３月
実施分が中止となった。

（年度目標に対する取組以外）

次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 R1年度目標と指標の目標値（R１）の差異の理由

取組
状況

H２７の取組内容 H２８の取組内容 H２９の取組内容 H３０の取組内容 R１の取組内容
各年齢層及び個人の特徴に応じた歯科指
導だけでなく、食事、生活全般について指
導・相談を行った。

（年度目標に対する取組以外）
次回の相談日の案内や、必要に応じて医
療機関、関係機関等の相談先を紹介する
など、各事業間や関係機関との連携をとり
ながら支援した。

のびのび２歳児歯と育児の相談は、歯科
相談待ち時間解消のため、歯科衛生士を
２名から３名体制に変更した。
１歳６か月児健康診査において要フォロー
となった場合には、２歳児歯科相談で発達
等の確認ができるよう、はがき送付と電話
による利用勧奨を行った。
（年度目標に対する取組以外）

各事業は、10月から会場を保健センター
から保健所に移し、概ね円滑に実施する
ことができた。

（年度目標に対する取組以外）

ハガキによる個別通知を開始し、来談率
は、66%に増加。発達にあわせた遊びの紹
介等の集団指導を取り入れた。

（年度目標に対する取組以外）
１歳６か月児健診待合会場において、歯
科衛生士による集団歯科保健指導を複数
回行うようにし、歯科保健に関する知識の
普及に努めた。

A A A A

年度
実績

１歳６か月児歯科健康診査　年３６回 １歳６か月児歯科健康診査　年３６回 １歳６か月児歯科健康診査　年３６回 １歳６か月児歯科健康診査　年３６回 １歳６か月児歯科健康診査　年３３回

３歳６か月児歯科健康診査　年３６回 ３歳６か月児歯科健康診査　年３６回 ３歳６か月児歯科健康診査　年３６回 ３歳６か月児歯科健康診査　年３６回

年度
目標

H２７ H２８ H２９ H３０ R１

１歳６か月児歯科健康診査　年３６回 １歳６か月児歯科健康診査　年３６回 １歳６か月児歯科健康診査　年３６回

のびのび２歳児歯と育児の相談　年36回 のびのび２歳児歯と育児の相談　年36回 のびのび２歳児歯と育児の相談　年36回 のびのび２歳児歯と育児の相談　年36回 のびのび２歳児歯と育児の相談　年36回

３歳６か月児歯科健康診査　年３４回

のびのび２歳児歯と育児の相談　年36回 のびのび２歳児歯と育児の相談　年36回 のびのび２歳児歯と育児の相談　年36回 のびのび２歳児歯と育児の相談　年36回 のびのび２歳児歯と育児の相談　年３３回

年度
評価 A

指標 現状値（H２６） 目標値（R１）

１歳６か月児歯科健康診査実施回数 年３６回（Ｈ２５） 年３６回

１歳６か月児歯科健康診査　年３６回 １歳６か月児歯科健康診査　年３６回

３歳６か月児歯科健康診査　年３６回 ３歳６か月児歯科健康診査　年３６回 ３歳６か月児歯科健康診査　年３６回 ３歳６か月児歯科健康診査　年３６回 ３歳６か月児歯科健康診査　年３６回

施策の方向 親と子の健康の確保

担当課 保健所　健康増進課

施策内容と目標 乳幼児期の健康な歯は、成長に必要な栄養摂取や言葉の発達にも大きな役割を果たしていることを踏まえ、健康診査、教育や相談等の事業で歯科指導を充実します。

指標

関連
計画

1 茅ヶ崎市健康増進計画 2 第２次茅ヶ崎市食育推進計画

3 第２期茅ヶ崎市地域福祉計画 4 第3期茅ヶ崎市障害者保健福祉計画

３歳６か月児歯科健康診査実施回数 年３６回（Ｈ２５） 年３６回

のびのび２歳児歯と育児の相談実施回数 年３６回（Ｈ２５） 年３６回

茅ヶ崎市子ども・子育て支援事業計画　施策進捗管理シート

施策名 歯科保健対策の充実
方向性 継続 掲載頁 Ｐ 78

計画
体系

基本目標 親と子の健康の確保及び増進
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％A
精神疾患や経済的不安、高齢初産や疾病、発達障害、虐待等、様々な問題を複合的に抱える家庭が増えている。そのような家
庭に対しては、地区担当保健師が長期間継続的に支援することとなり、そのためその他訪問の件数が増加傾向となっている。
多問題家庭は、母子保健だけでは対応しきれないことも多く、必要に応じて他職種・他機関と連携しながら支援した。今後も他
機関と連携し支援していく。

問題を多く抱える家族が増えているため、
多数の関係機関が連携協力して支援して
いく必要があります。

29年度から担当が保健所健康増進課とな
るが、出生連絡票を提出していただくこと
でこんにちは赤ちゃん訪問につながること
から、出生連絡票の受理と、受理時に相
談ごとがあれば担当まで連絡をいただけ
るよう引き続き関係課に依頼する。

様々な問題を抱える家族がおり、職場内
研修・事例検討会・ケースカンファレンス
等にて訪問のさらなるスキルアップを目指
す必要がある。

様々な問題を抱える家族がおり、職場内
研修・事例検討会・ケースカンファレンス
等にて訪問体制の充実を行う。

５年間の評価
と総括

評価 （５年間の総括）

（数値目標がある場合）
達成率 98

精神疾患、経済的不安等を抱える妊産婦が多
く、虐待予防のための支援が増えている。チー
ムカンファレンスや事例検討会、職場内研修
を実施し、担当保健師が一人で抱えこまない
よう配慮しながら、他機関と連携し対応を行っ
た。
新型コロナウイルス感染症への不安から訪問
実施の延期希望があり、３月の実施件数が少
なかった。一方で、コロナ禍で不安を抱える家
庭が増えた影響か、地区担当保健師が電話を
かけて相談対応する件数の月平均数は２３
２．７件だが、３月では３０８件と大幅に増加し
た。

次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 R1年度目標と指標の目標値（R１）の差異の理由

取組
状況

H２７の取組内容 H２８の取組内容 H２９の取組内容 H３０の取組内容 R１の取組内容
対象者の抱えている不安等について支援
するとともに、予防接種や健診の受け方、
地域情報として相談場所や仲間づくりので
きる場所を紹介し、不安なく子育てができ
るよう支援に努めた。

（年度目標に対する取組以外）
未熟児に対しては転入児も含めて全数状
況把握を行った。

こんにちは赤ちゃん訪問及び支援が必要
な家庭への訪問により、安心して子育てで
きるよう支援に努めた。

（年度目標に対する取組以外）
妊娠、出産、育児の切れ目ない支援をす
るため、母子保健コーディネーターを配
置。こんにちは赤ちゃん訪問を実施する助
産師、保健師等と連携を図った。

多問題を抱えるケース、精神疾患や産後
うつを発症する産婦が増えており、こんに
ちは赤ちゃん訪問以外のケースワークを
必要とする訪問が増えている。ケースワー
クについては訪問に携わる保健師・助産
師に対して研修会や事例検討を行いなが
ら研鑽を深めるようにした。

（年度目標に対する取組以外）

精神疾患、経済的不安等を抱える妊産婦
が多く、虐待予防のための支援が増えて
いる。チームカンファレンスや事例検討
会、職場内研修を実施し、担当保健師が
一人で抱えこまないよう配慮しながら、他
機関と連携し対応を行った。

（年度目標に対する取組以外）
国の照会により家庭児童相談室と連携
し、居所不明の乳幼児把握のための訪問
を行った。

その他訪問　２４０件 その他訪問　２４０件 その他訪問　２４０件 その他訪問　２４０件 その他訪問　300件

年度
評価 A A A A A

年度
実績

こんにちは赤ちゃん訪問率　98.3％ こんにちは赤ちゃん訪問率　98.2％ こんにちは赤ちゃん訪問率　96.9％ こんにちは赤ちゃん訪問率　９８．１％

その他訪問５５２件

こんにちは赤ちゃん訪問率　９７．５％

その他訪問４６７件その他訪問　２５７件 その他訪問　２７３件 その他訪問２９７件

その他の訪問 ２２８件（Ｈ２５） ２４０件

年度
目標

H２７ H２８ H２９ H３０ R１

こんにちは赤ちゃん訪問率　100％ こんにちは赤ちゃん訪問率　100％ こんにちは赤ちゃん訪問率　100％ こんにちは赤ちゃん訪問率　100％ こんにちは赤ちゃん訪問率　100％

施策の方向 親と子の健康の確保

担当課 保健所　健康増進課

施策内容と目標

「こんにちは赤ちゃん訪問事業」として、生後４か月までの子どものいるすべての家庭を訪問し、地域の子育て情報を提供、必要な子育て支援を行います。主に第１子出産者等の方へは助
産師が、第２子以降の出産者で不安がない方へは主任児童委員が訪問します。また、保健師は、低出生体重児を出産した方や助産師や主任児童委員から継続的な関わりが必要とされる
方などを訪問します。また、妊娠届出、各健診、相談のフォローや各機関からの依頼により、妊産婦、乳幼児とその保護者を継続して訪問し、安心して出産、子育てができるように支援しま
す。

指標

指標 現状値（H２６） 目標値（R１）

こんにちは赤ちゃん訪問率（新生児訪問・未熟児訪問含む） ９６％（Ｈ２５） 100%

関連
計画

1 茅ヶ崎市健康増進計画 2 第２次茅ヶ崎市食育推進計画

3 第3期茅ヶ崎市障害者保健福祉計画 4

茅ヶ崎市子ども・子育て支援事業計画　施策進捗管理シート

施策名 妊産婦、新生児、乳幼児などへの訪問指導
方向性 拡大 掲載頁 Ｐ 78

計画
体系

基本目標 親と子の健康の確保及び増進
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％A
子どもの発育発達の遅れや偏りに対して、保護者が子どもの状態を受け止め、対応方法の助言を得ながら前向きな育児ができるように支
援した。親子教室では、安心が得られやすい小集団での活動の中で、他者との関わりから生まれる相互作用や、親子での楽しい経験の積
み重ねが、子どもの成長発達の促進や保護者の子育てへの自信へつながるよう努めた。また、必要性に応じて適切な時期に療育等の相
談機関へつながるよう支援した。今後は感染症対策を考慮しての事業のあり方について検討していく。

スタッフが子どもの変化を把握できるよう
運営方法を検討した。

保健所に会場を移転するため、安全に実
施できるよう実施方法を検討する。

教室への参加の動機づけの方法について
検討していく。

関係機関を紹介する適切な時期につい
て、各ケースの状況に合わせて配慮して
いく。

こども相談について、幼児ことばの教室が
Ｈ２９年度からこどもセンターに移管された
ため、利用決定のための相談枠をＨ３０年
度から減らした。

５年間の評価
と総括

評価 （５年間の総括）

（数値目標がある場合）
達成率 86

取組
状況

H２７の取組内容

次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 R1年度目標と指標の目標値（R１）の差異の理由

H２８の取組内容 H２９の取組内容 H３０の取組内容 R１の取組内容
親子教室に参加するまでの待機期間を短
縮するため、２つの教室の対象年齢、実施
回数、内容を統一し、支援が必要な時期
に利用できるようにした。

（年度目標に対する取組以外）

親子教室は、健康診査やこども相談から
紹介されることが多いが、毎月新規参加
者と終了者がいると参加者同士の交流が
難しいことなどから、教室の期間を区切
り、全員が同じ期間参加する形にした。

（年度目標に対する取組以外）

グループ全員が同じ時期に教室開始と
なっているため、親子教室への参加を重
ねるうちに、集団に慣れ、楽しく参加できる
とともに、グループとしても、遊びを発展し
やすくなった。

（年度目標に対する取組以外）
Ｈ２９年度より会場を保健所に変更して実
施した。教室の前には掃除をするなど安
全に教室運営ができるように心がけた。

発達の遅れが疑われたり、危険な行動を
好む特性のある子どもいるグループで、事
故予防に特別留意しながら子どもたちが
楽しく体験拡大できるよう教室運営を行っ
た。

（年度目標に対する取組以外）

発達の遅れが疑われたり、危険な行動を
好む特性のある子どもがいるグループで、
事故予防に特別留意しながら子どもたち
が楽しく体験拡大できるよう教室運営を
行った。
新型コロナウイルス感染症の影響で親子
教室と幼児健康診査の３月実施分と処遇
検討会が中止となった。親子教室に参加
予定だった方には個別相談対応を行っ
た。
（年度目標に対する取組以外）

こども相談　　年96回
幼児健康診査での心理相談　年72回
かるがも・らっこらっこ教室　年55回
処遇検討会　年１回

こども相談　　年84回
幼児健康診査での心理相談　年72回
かるがも・らっこらっこ教室　年56回
処遇検討会　年１回

こども相談　　年84回
幼児健康診査での心理相談　年72回
かるがも・らっこらっこ教室　年56回
処遇検討会　年１回

A

年度
実績

こども相談　　年96回
幼児健康診査での心理相談　年72回
かるがも・らっこらっこ教室　年58回
処遇検討会　年１回

こども相談　　年96回
幼児健康診査での心理相談　年72回
かるがも・らっこらっこ教室　年55回
処遇検討会　年１回

こども相談　　年96回
幼児健康診査での心理相談　年72回
かるがも・らっこらっこ教室　年56回
処遇検討会　年１回

こども相談　　年84回
幼児健康診査での心理相談　年72回
かるがも・らっこらっこ教室　年56回
処遇検討会　年１回

こども相談　年85回
幼児健康診査での心理相談　年67回
かるがも・らっこらっこ教室　年46回
処遇検討会　年０回

年度
評価 A A A A

親子教室（かるがも、らっこらっこ） かるがも月３回、らっこらっこ月２回（Ｈ２５） かるがも月３回、らっこらっこ月２回

処遇検討会 年１回（Ｈ２５） 年１回

年度
目標

H２７ H２８ H２９ H３０ R１

こども相談　　年96回
幼児健康診査での心理相談　年72回
かるがも　月2.5回、らっこらっこ　月2.5
回
処遇検討会　年1回

こども相談　　年96回
幼児健康診査での心理相談　年72回
かるがも・らっこらっこ教室　年55回
処遇検討会　年１回

こども相談 年９６回（Ｈ２５） 年９６回

幼児健康診査での心理相談 年７２回（Ｈ２５） 年７２回

4

指標 現状値（H２６） 目標値（R１）

施策の方向 親と子の健康の確保

担当課 保健所　健康増進課

施策内容と目標
乳幼児健康診査や相談等で疾病や障害、発育・発達の遅れが疑われた場合、プライバシーに留意しつつ、保護者が子どもの状態を受け止め前向きに育児ができるよう支援します。また、適
切な時期に療育相談機関、療育機関、県保健福祉事務所、医療機関などへの紹介を行います。

指標

関連
計画

1 茅ヶ崎市健康増進計画 2 第3期茅ヶ崎市障害者保健福祉計画

3

茅ヶ崎市子ども・子育て支援事業計画　施策進捗管理シート

施策名 乳幼児発育・発達支援
方向性 継続 掲載頁 Ｐ 79

計画
体系

基本目標 親と子の健康の確保及び増進
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％A
新規相談、継続相談、巡回相談、個別専門相談等を実施し、子どもの発達と子育てに対する不安や悩みを持つ親の支援のため、各関係機
関との連携を密にして適切な支援を行い十分な成果を遂げることができた。親子教室の療育プログラムの検討、作成等その時の状況に合
わせ、より良い療育的支援をできるよう事業の検討を行い対応できた。今後も支援が必要と思われる子どもの発達・育児に資するよう、関
係機関と連携し「切れ目のない支援」をめざし、事業を継続していく。

療育相談事業を引き続き実施し、関係機
関と連携して児の発達と子育てに不安や
悩みを持つ親の支援を行う。

療育相談事業を引き続き実施し、関係機
関と連携して児の発達と子育てに不安や
悩みを持つ親の支援を行う。

療育相談事業を引き続き実施し、関係機
関と連携して児の発達と子育てに不安や
悩みを持つ親の支援を行う。

療育相談事業を引き続き実施し、関係機
関と連携して児の発達と子育てに不安や
悩みを持つ親の支援を行う。

年々相談件数が増加しているため。

５年間の評価
と総括

評価 （５年間の総括）

（数値目標がある場合）
達成率 124

取組
状況

H２７の取組内容

次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 R1年度目標と指標の目標値（R１）の差異の理由

H３０の取組内容 R１の取組内容
新規相談、継続相談、巡回相談、個別専
門相談を実施し、新規相談、継続相談の
件数が増加しており、児の発達と子育てに
対する不安や悩みを持つ親の支援や各関
係機関への支援に十分な成果が出てい
る。

（年度目標に対する取組以外）

新規相談、継続相談、巡回相談、個別専
門相談を実施し、新規相談、継続相談の
件数が増加しており、児の発達と子育てに
対する不安や悩みを持つ親の支援や各関
係機関への支援に十分な成果が出てい
る。

（年度目標に対する取組以外）

新規相談、継続相談、巡回相談、個別専
門相談を実施し、新規相談、継続相談の
件数が増加しており、児の発達と子育てに
対する不安や悩みを持つ親の支援や各関
係機関への支援に十分な成果が出てい
る。

（年度目標に対する取組以外）

新規相談、継続相談、巡回相談、個別専
門相談を実施し、新規相談、継続相談の
件数が増加しており、児の発達と子育てに
対する不安や悩みを持つ親の支援や各関
係機関との連携を密にし適切な支援に十
分な成果が出ている。

（年度目標に対する取組以外）

新規相談、継続相談、巡回相談、個別専
門相談を実施した。新型コロナウイルスの
影響もあり、年度末（２，３月）は前年に比
べると相談件数が少なくなったものの、全
体としては相談件数は増加傾向にあっ
た。子どもの発達と子育てに対する不安
や悩みを持つ親の支援のため、各関係機
関との連携を密にして適切な支援を行い
十分な成果が出ている。
（年度目標に対する取組以外）

A

年度
実績

相談日週５日
相談件数２８９９件内訳
・新規・継続相談２１１６件
・巡回相談４６２件
・専門指導（心理・言語）３２１件

相談日週５日
相談件数３０８７件内訳
・新規・継続相談２５００件
・巡回相談２３１件
・専門指導（心理・言語）３５６件

相談日週５日
相談件数３６９６件内訳
・新規・継続相談３１４９件
・巡回相談２３０件
・専門指導（心理・言語）３１７件

相談日週５日
相談件数３，８０１件内訳
・新規・継続相談３，２５１件
・巡回相談２１７件
・専門指導（心理・言語）３３３件

相談日週５日
相談件数３，７３３件内訳
・新規・継続相談３，１４９件
・巡回相談２５０件
・専門指導（心理・言語）３３４件

年度
評価 A A A A

H２８の取組内容 H２９の取組内容

R１

相談日週５日
相談件数２７００件内訳
・新規・継続相談１８５０件
・巡回相談５００件
・専門指導（心理・言語）３５０件

相談日週５日
相談件数２７００件内訳
・新規・継続相談１９００件
・巡回相談４５０件
・専門指導（心理・言語）３５０件

相談日週５日
相談件数２６００件内訳
・新規・継続相談１８００件
・巡回相談５００件
・専門指導（心理・言語）３００件

相談日週５日
相談件数２８００件内訳
・新規・継続相談２１９１件
・巡回相談２５９件
・専門指導（心理・言語）３５０件

相談日週５日
相談件数３０００件内訳
・新規・継続相談２４２０件
・巡回相談２３０件
・専門指導（心理・言語）３５０件

年度
目標

H２７ H２８ H２９ H３０

相談日 週５日（Ｈ２５） 週５日

相談件数 年２，６７３件（Ｈ２５） 年３，０００件

4

指標 現状値（H２６） 目標値（R１）

施策の方向 親と子の健康の確保

担当課 こども育成相談課

施策内容と目標
支援が必要と思われる子どもの発達・育児に関する相談を、個別相談・親子教室・巡回相談・発達相談などの方法で実施し、専門性の確保、向上に努めます。また、保健・医療・福祉・教育と
の連携を図り、「切れ目のない支援」をめざします。

指標

関連
計画

1 第3期茅ヶ崎市障害者保健福祉計画 2

3

茅ヶ崎市子ども・子育て支援事業計画　施策進捗管理シート

施策名 療育相談事業
方向性 継続 掲載頁 Ｐ 79

計画
体系

基本目標 親と子の健康の確保及び増進
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％A
子ども自身が体を動かすことに興味や関心を持ち、自ら進んで体を使った遊びを楽しみ、多様な動きを経験できる機会の充実を図ることが
できた。引き続き、子どものスポーツへの興味や関心をもってもらえるような機会の充実を図っていく。また、子どもが運動をする機会にも
なっている総合型地域スポーツクラブについて、クラブ数の量的拡大から質的な充実により重点を移すことで、持続的に地域スポーツの担
い手として役割を果たせるよう既存クラブに対して支援を行うことができた。

　教室種目増加に向けた検討
新規１クラブの設立

新教室増加に向けた検討 新教室増加に向けた検討 新教室増加に向けた検討

５年間の評価
と総括

評価 （５年間の総括）

（数値目標がある場合）
達成率

ジュニア世代がスポーツに親しみ、今後の
スポーツ活動のきっかけとなるような教室
を開催することができたが、教室の種類を
増やすには至らなかった。
　総合型地域スポーツクラブに対しては、
活動場所の確保等の活動支援を行った。
（年度目標に対する取組以外）
　特記事項なし。

次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 R1年度目標と指標の目標値（R１）の差異の理由

取組
状況

H２７の取組内容 H２８の取組内容 H２９の取組内容 H３０の取組内容 R１の取組内容
　ジュニア世代がスポーツに親しみ、今後
のスポーツ活動のきっかけとなるような教
室を開催した。
　総合型地域スポーツクラブに対しては、
活動場所の確保等の活動支援を行い、新
規設立を目指すクラブに対して設立に向
けた支援を行った。
（年度目標に対する取組以外）
　特記事項なし。

　ジュニア世代がスポーツに親しみ、今後
のスポーツ活動のきっかけとなるような教
室を開催した。
　総合型地域スポーツクラブに対しては、
活動場所の確保等の活動支援を行い、新
たに１クラブが新規設立した。
（年度目標に対する取組以外）
特記事項なし。

　ジュニア世代がスポーツに親しみ、今後
のスポーツ活動のきっかけとなるような教
室を開催した。
　総合型地域スポーツクラブに対しては、
活動場所の確保等の活動支援を行った。
（年度目標に対する取組以外）
特記事項なし。

　ジュニア世代がスポーツに親しみ、今後
のスポーツ活動のきっかけとなるような教
室を開催した。
　総合型地域スポーツクラブに対しては、
活動場所の確保等の活動支援を行った。
（年度目標に対する取組以外）
　特記事項なし。

年度
評価 A A A A A

教室開催数８回
新クラブ設立の支援、既存クラブの支

援

教室開催数８回
既存クラブの支援

教室開催数８回
既存クラブの支援

教室開催数８回
教室の種類を２種目増やす

既存クラブの支援

年度
実績

教室開催８回
既存４クラブの支援

新設予定１クラブの支援

教室開催数８回
既存４クラブの支援
1クラブ新規設立

教室開催数８回
既存クラブの支援

教室開催数８回
既存クラブの支援

総合型地域スポーツクラブへの支援 新クラブ設立の支援、既存クラブの支援 新クラブ設立の支援、既存クラブの支援

年度
目標

H２７ H２８ H２９ H３０ R１

教室開催数８回
新クラブ設立の支援、既存クラブの支

援

教室開催数８回
既存クラブの支援

サークル・クラブ支援

小学生バドミントン 年１回 年１回
ジュニアマリンスポーツ 夏２回 夏２回

指標 現状値（H２６） 目標値（R１）
　市主催教室 　 　

教室の種類を２種目増やす

施策の方向 親と子の健康の確保

担当課 スポーツ推進課

施策内容と目標
行政あるいは関係スポーツ団体が主体となってすすめるスポーツ・レクリエーション教室の充実を図り、子どもたちに体を動かすことの楽しさ、大切さを学んでもらえるような教室を開催しま
す。
また、教室以外にも、市民による自主的なサークル、クラブによるスポーツ活動の展開を支援し、身近にスポーツ・レクリエーションを楽しめる環境づくりを推進します。

指標

関連
計画

1 茅ヶ崎市スポーツ振興基本計画 2

3 4

親子リズム体操 年１回 年１回
キッズ体操 夏２冬２回 夏２冬２回

茅ヶ崎市子ども・子育て支援事業計画　施策進捗管理シート

施策名 スポーツ活動の促進
方向性 拡大 掲載頁 Ｐ 80

計画
体系

基本目標 親と子の健康の確保及び増進
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％C
発育発達に遅れが生じやすい低出生体重児の保護者同士が、安心して子育ての悩み等を共有できる場を設けることができた。
アンケートから、参加者の満足度も高く、継続して利用する方が多かった。保護者同士の交流も行われており、同じ悩みをもつ
保護者が悩みを共有し、関係構築のきっかけの一つとなることができた。今後は感染症対策を講じながらできる対応策について
検討していく。

交流会卒業後も必要に応じて地区担当保
健師の支援が必要。

会場が保健所に移転するため運営方法に
ついて検討する。

引き続き安全に配慮しながら楽しく参加で
きるよう工夫しながら実施する。

乳児の参加者も増えたため、低出生体重
児の乳児も安心して参加ができるよう会
場のレイアウトを工夫する。

５年間の評価
と総括

評価 （５年間の総括）

（数値目標がある場合）
達成率 75

取組
状況

H２７の取組内容

次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 R1年度目標と指標の目標値（R１）の差異の理由

H３０の取組内容 R１の取組内容
出生体重と対象年齢を引き上げ、低出生
体重児を持つ親同士の交流の時間を多く
するよう教室内容を見直した。

（年度目標に対する取組以外）
他の母子保健事業との連携を図った。

発育・発達に適した遊びの紹介、保護者
同士の交流、保健指導等を実施した。

（年度目標に対する取組以外）
保護者同士で遊びや制作を企画して交流
の時間を持つよう内容を工夫した。

３歳までの低出生体重児とその保護者を
対象に、発育・発達に適した遊びの紹介、
保護者同士の交流、保健指導を実施し
た。

（年度目標に対する取組以外）
保健所で安全に実施できるよう、工夫しな
がら実施した。

３歳未満の低出生体重児とその保護者を
対象に、保護者同士の交流、保健指導を
実施した。保護者同士の積極的に交流を
はかるようプログラム内容を見直した。

（年度目標に対する取組以外）
参加者数や参加児の月齢に応じて会場の
レイアウトやプログラムの内容を工夫し
た。

３歳未満の低出生体重児とその保護者を
対象に、保護者同士の交流、保健指導を
実施した。保護者同士の積極的に交流を
はかるようプログラム内容を見直した。
新型コロナウイルス感染症の影響で３月
実施分が中止となった。中止の連絡ととも
に地区担当保健師から電話連絡をし相談
対応した。
（年度目標に対する取組以外）
参加者数や参加児の月齢に応じて会場の
レイアウトやプログラムの内容を工夫し
た。

C

年度
実績

年４回 年４回 年４回 年４回 年３回

年度
評価 A A A A

H２８の取組内容 H２９の取組内容

R１

年４回 年４回 年４回 年４回 年４回
年度
目標

H２７ H２８ H２９ H３０

開催回数 年４回（Ｈ２５） 年４回

4

指標 現状値（H２６） 目標値（R１）

施策の方向 親と子の健康の確保

担当課 保健所　健康増進課

施策内容と目標 養育支援の一つとして、また、低出生体重児を持つ親子同士の交流を図りながら、安心して子育てができるように実施します。

指標

関連
計画

1 茅ヶ崎市健康増進計画 2 第3期茅ヶ崎市障害者保健福祉計画

3

茅ヶ崎市子ども・子育て支援事業計画　施策進捗管理シート

施策名 低出生体重児交流会（ふれあいカンガルーサロン）
方向性 新規・継続 掲載頁 Ｐ 81

計画
体系

基本目標 親と子の健康の確保及び増進
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％A
ことばの教室指導員と丁寧な引継を行う等、連携を密に図り、利用者の適切な支援を行った。保健所の設置に伴い、母子保健
担当が保健所に移ったため、平成２９年度よりこどもセンターの事業に変更されている。今後も児童が持っている力をより引き出
せるよう、一人一人の状態に応じた指導・訓練を継続していく。

他機関からの紹介者が増加しているた
め、通級対象者の検討が必要。

他機関からの紹介者が増加しているた
め、通級対象者の検討が必要。
保健所政令市移行に伴い、担当所管の検
討が必要。

教室への通級にはこどもセンターでの面
談が必要であることから、相互の連携を密
に図り利用者の支援を行っていく。

ことばの教室の職員と相互の連携を密に
図り、適切な利用者の支援を行っていく。

令和元年度に目標値の考え方を変更し、
茅ヶ崎小学校を会場に行う事業のため、
学校が休校の折は休みとなることから、日
数は昨年度と同様にし、延べ人数は２か
年の平均としたため。

５年間の評価
と総括

評価 （５年間の総括）

（数値目標がある場合）
達成率 122

取組
状況

H２７の取組内容

次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 R1年度目標と指標の目標値（R１）の差異の理由

H３０の取組内容 R１の取組内容
「幼児のことばの教室」の初回面接を保健
師が行い、適切な時期に通級へ繋げられ
るようにした。

（年度目標に対する取組以外）
小学校の長期休暇中は指導ができないた
め、場所を保健センターに代えて実施し
た。

「幼児のことばの教室」の初回面接を保健
師が行い、適切な時期に通級へ繋げられ
るようにした。

（年度目標に対する取組以外）
小学校の長期休暇中は指導ができないた
め、場所を保健センターに代えて実施し
た。

保健所政令市移行に伴い、こども育成相
談課こども健康担当からこどもセンターに
担当が変わり、２９年度より「幼児のことば
の教室」の初回面接をこどもセンターが行
い、適切な時期に通級へ繋げられるように
した。

（年度目標に対する取組以外）

「幼児のことばの教室」の利用に関する初
回面接をこどもセンターが行うことにより、
その子に合った時期に適切に幼児のこと
ばの教室に繋げることができた。

（年度目標に対する取組以外）

「幼児のことばの教室」の利用に関する初
回面接をこどもセンターが行うことにより、
その子に合った時期に適切に幼児のこと
ばの教室に繋げることができた。

（年度目標に対する取組以外）
新型コロナウイルスまん延防止に伴い休
校により指導ができないため、一時的に場
所をこどもセンターに代えて指導を実施し
た。

A

年度
実績

年192日
延べ455人

年19４日
延べ　550人

年195日
延べ　577人

年189日
延べ　361人

年189日
延べ　401人

年度
評価 A A A A

H２８の取組内容 H２９の取組内容

R１

年188日
延べ310人

年190日
延べ　310人

年190日
延べ　310人

年200日
延べ　590人

年200日
延べ　460人

年度
目標

H２７ H２８ H２９ H３０

指導日数 168日 年200日

参加人数 延べ302人（H25) 延べ330人

4

指標 現状値（H２６） 目標値（R１）

施策の方向 親と子の健康の確保

担当課 こども育成相談課

施策内容と目標
ことばの発達等に課題のある幼児に対し、母子保健事業をはじめ療育相談事業や学齢児を対象とした「ことばの教室」事業など、他の関係事業と連携を図りながら、言語に関する指導・訓練
を行います。

指標

関連
計画

1 茅ヶ崎市健康増進計画 2 第3期茅ヶ崎市障害者保健福祉計画

3

茅ヶ崎市子ども・子育て支援事業計画　施策進捗管理シート

施策名 幼児のことばの教室
方向性 新規・継続 掲載頁 Ｐ 81

計画
体系

基本目標 親と子の健康の確保及び増進
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％C

５年間で出生数の減少および勤労している妊婦の割合が増加（平成27年55.3％→令和元年度66.1％）している。この影響を受けてか、マタニ
ティクッキングの申込者が減少傾向である。今後の事業運営に関して、見直しが必要と思われる。離乳食講習会については、核家族化が進
み孤立した子育て世帯が増えているためかニーズの高い事業となっている。保護者の食に関する学習意欲が向上しやすい時期の実施であ
るため、乳児の食を通じて家庭全体への健やかな食の普及啓発を継続させたい。１歳児の食事と歯の教室については、子どもの行動範囲
が広がり、食以外の悩みが増える時期の実施である。自我の芽生えに伴う困った行動への対応方法等、保護者の興味を引くような内容と併
せて実施することで参加を促すことが可能と思われる。今後は感染症対策を講じるとともに、来所出来ない場合の対応の充実についても検
討していく。

第2子以降の受講希望者への対応 親子食育教室は、ニーズが高いことから継続
して実施する。
マタニティクッキングは保健センターで実施して
いたが、保健センターが使用できなくなるため
会場について検討する。

マタニティクッキングの申込みが減少
傾向にあるため、周知方法について検
討する。

離乳食講習会の会場が狭小なため、
一回の受入組数及び実施回数につい
て検討を進める。

マタニティクッキングの妊婦版の申込
者が減少していることから回数を減ら
し、離乳食講習会はニーズが高いこと
から、回数を増やした。

５年間の評価
と総括

評価 （５年間の総括）

（数値目標がある場合）
達成率 61

年度
評価 A A A A

夫婦版マタニティクッキングについては、参
加件数が減少傾向にあることから、開催回
数を年8回から6回変更して実施した。

（年度目標に対する取組以外）
親子食育教室において、託児を実施し、未
就学児童のいる親子の方も参加しやすい
環境に取り組んだ。

離乳食講習会は申込者が定員を超えて
キャンセル待ちとなることが多いことと、会
場が狭小であるため、開催回数を１７回か
ら２４回に、定員を３０名から２４名に変更
して実施した。
台風と新型コロナウイルス感染症の影響
で中止となった回があった。ホームページ
にて講習会資料掲載を行った。

（年度目標に対する取組以外）
次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 R1年度目標と指標の目標値（R１）の差異の理由

C

取組
状況

H２７の取組内容 H２８の取組内容 H２９の取組内容 H３０の取組内容 R１の取組内容
参加者数等を検証し、効率の良い運営、
教室内容を見直した。

（年度目標に対する取組以外）
食に関する学習の機会だけでなく、親同士
の交流

離乳食講習会では、離乳食の開始や進め方
について、知識の普及と試食に加え、10倍か
ゆの作り方を見学していただき具体的に伝え
ることができた。
（年度目標に対する取組以外）
親子食育教室として、小学生とその保護者を
対象に、栄養バランスを考えた食事の組み合
わせ、材料の選択を身につけることを目的とし
た講義及び調理実習、試食を内容とした教室
を実施したところ好評だった。

離乳食講習会、1歳児の食事と歯の教室について
は、会場を保健所移転し、事業内容等を検討し実
施した。また、マタニティクッキングは、会場をいこり
あに移転して実施した。なお、保健所改修工事期間
で会場が使用できない日については、他の実施日
の受入人数の調整を行った。
（年度目標に対する取組以外）
親子食育教室として、小学生とその保護者を対象
に、栄養バランスを考えた食事の組み合わせ、材
料の選択を身につけることを目的とした講義及び調
理実習、試食を内容とした教室を実施したところ好
評だった。

１歳児の食事と歯の教室　年２４回（２２９組） １歳児の食事と歯の教室　年２４回（２８２組） １歳児の食事と歯の教室　年２０回（１８８組）

年度
実績

　　　　　　　　　マタニティクッキング
妊婦版年６回（４2人）、夫婦版年９回（52組104
人）

マタニティクッキング
妊婦版年６回（３６人）、夫婦版年８回（４６組）

マタニティクッキング
妊婦版年６回（２２人）、夫婦版年８回（４４組）

マタニティクッキング
妊婦版年６回（３３人）、夫婦版年６回（４９組）

マタニティクッキング
妊婦版年４回（１８人）、夫婦版年５回（２９組）

離乳食講習会　年１７回（４６０組） 離乳食講習会　年１８回（４８１組） 離乳食講習会　年１６回（４３０組）

年度
目標

H２７ H２８ H２９ H３０ R１
マタニティクッキング

妊婦版年６回（４０人）、夫婦版年９回（７２組）
マタニティクッキング

妊婦版年６回（４０人）、夫婦版年８回（６４組）
マタニティクッキング

妊婦版年６回（４０人）、夫婦版年８回（６４組）

１歳児の食事と歯の教室　年２４回（３００組） １歳児の食事と歯の教室　年２４回（３００組） １歳児の食事と歯の教室　年２４回（３００組） １歳児の食事と歯の教室　年２４回（３００組） １歳児の食事と歯の教室　年２４回（３２０組）

離乳食講習会　年１７回（４０１組） 離乳食講習会　年２１回（３６０組）

１歳児の食事と歯の教室　年２４回（262組） １歳児の食事と歯の教室　年２４回（２８１組）

指標 現状値（H２６） 目標値（R１）

マタニティクッキング 妊婦版年９回（７０人）、夫婦版年６回（６１組１２２人） 妊婦版年９回（９０人）、夫婦版年６回（６６組）

マタニティクッキング
妊婦版年６回（４０人）、夫婦版年６回（４８組）

マタニティクッキング
妊婦版年６回（４０人）、夫婦版年６回（４８組）

離乳食講習会　年１８回（５００組） 離乳食講習会　年１８回（５００組） 離乳食講習会　年１８回（５００組） 離乳食講習会　年１７回（４７０組） 離乳食講習会　年２４回（４６０組）

施策の方向 「食育」の推進

担当課 保健所　健康増進課

施策内容と目標 マタニティクッキング、離乳食講習会への積極的な参加を促すとともに、そのほかの食に関する学習機会を提供し、妊産婦や乳幼児を育てる保護者への食に関する啓発を図ります。

指標

関連
計画

1 第２次茅ヶ崎市食育推進計画 2 第２次ちがさき男女共同参画推進プラン

3 4

離乳食講習会 年１８回（４８２組４９６人） 年１８回（５００組）

１歳児の食事と歯の教室 年２４回（２８９組２９３人） 年２４回（３２０組）

茅ヶ崎市子ども・子育て支援事業計画　施策進捗管理シート

施策名 妊産婦及び乳幼児を対象とした食に関する学習機会や情報提供
方向性 継続 掲載頁 Ｐ 82

計画
体系

基本目標 親と子の健康の確保及び増進
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％A
対象となる施設数は増加していますが、平成２９年度以降は全施設に巡回を行いました。栄養士の巡回により、園児や職員が食
育に意識を向けるきっかけ作りに寄与しました。保育課の巡回指導を希望しない保育園もあることから、現場の職員が主体的に
食育に取り組むことができるような支援方法もあわせて検討していきます。

新設される保育園についても同様の巡
回を行う。

各園2回巡回できる体制を整える。 各園2回巡回できる体制を整える。 各園2回巡回できる体制を整える。 保育園の増加により、巡回数が増加し
た。

５年間の評価
と総括

評価 （５年間の総括）

（数値目標がある場合）
達成率 126

取組
状況

H２７の取組内容

次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 R１年度目標と指標の目標値（R１）の差異の理由

H３０の取組内容 R１の取組内容
新設された保育園も含めて全37園につい
て市栄養士による年2回の巡回を行い、食
育の取り組みを行った。

（年度目標に対する取組以外）

全39園のうち、園の都合で巡回できなかっ
た1園を除いた38園について1回の巡回を
行い、2回目については、業務の都合によ
り希望制とし、希望のあった1園のみ巡回
した。巡回においては、各園における食育
の取り組みへの支援を行った。

（年度目標に対する取組以外）

全39園の巡回を行った。2回目以降は、昨
年度と同様に希望制とし、希望された全て
の園に巡回した。巡回においては、各園に
おける食育の取り組みへの支援を行っ
た。

（年度目標に対する取組以外）
試食会（対象：園児の保護者等）時の講師
依頼があった保育園において、食育の話
をした。

全41園の巡回を行った。2回目以降は、昨
年度と同様に希望制とし、希望された全て
の園に巡回した。巡回においては、各園に
おける食育の取り組みへの支援を行っ
た。栄養士を配置する園においては自主
的な食育への取り組みが進んでおり、巡
回を希望しない園がある。

（年度目標に対する取組以外）
２園において、保護者からの栄養相談を
実施した。

全41園の巡回を行った。2回目以降は、昨年度
と同様に希望制とし、希望された全ての園に巡
回した。巡回においては、各園における食育の
取り組みへの支援を行った。栄養士を配置す
る園においては自主的な食育への取り組みが
進んでおり、巡回を希望しない園がある。

（年度目標に対する取組以外）
民間保育園の調理職員・主任保育士を講師と
して招き、公立・民間の給食関係職員を集めた
研修会を実施した。

A

年度
実績

野菜栽培、給食等の日常的な食育の
ほか年７１回の巡回

野菜栽培、給食等の日常的な食育の
ほか年３９回の巡回

野菜栽培、給食等の日常的な食育の
ほか年６９回の巡回

野菜栽培、給食等の日常的な食育の
ほか年７０回の巡回

野菜栽培、給食等の日常的な食育の
ほか年６８回の巡回

年度
評価 A C A A

H２８の取組内容 H２９の取組内容

R１

野菜栽培、給食等の日常的な食育の
ほか年５４回の巡回

野菜栽培、給食等の日常的な食育の
ほか年７８回の巡回

野菜栽培、給食等の日常的な食育の
ほか年７８回の巡回

野菜栽培、給食等の日常的な食育の
ほか年８２回の巡回

野菜栽培、給食等の日常的な食育の
ほか年８２回の巡回

年度
目標

H２７ H２８ H２９ H３０

巡回回数 全保育園（２７か所）（Ｈ２５） 野菜栽培、給食等の日常的な食育のほか年５４回の巡回

4

指標 現状値（H２６） 目標値（R１）

施策の方向 「食育」の推進

担当課 保育課

施策内容と目標 市内保育園における栄養・巡回指導において、栄養士による園児への食育を実施します。

指標

関連
計画

1 第２次茅ヶ崎市食育推進計画 2

3

茅ヶ崎市子ども・子育て支援事業計画　施策進捗管理シート

施策名 保育園における食育の推進
方向性 継続 掲載頁 Ｐ 82

計画
体系

基本目標 親と子の健康の確保及び増進
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％A
食育に専門性のある教職員とのティーム・ティーチングによる授業を推進し、各校の取組が根付いてきました。また、一教科だけ
にとどまらず、複数の教科で同様の題材を取り上げた授業を行うなど、教科横断的な取組実践が行われるなどの新たな取組も
見られました。牛乳給食を行っている中学校での食育の推進について、今後も各学校における生徒の実態に応じた対応を進め
ていきます。

中学校における食育の推進の進め方につ
いて、会議等を通して情報を共有し、より
幅広いものにできるよう検討していく必要
があります。

中学校における食育の推進の進め方につ
いて、会議等を通して情報を共有し、教師
側からだけでなく、生徒による活動も図る
等、より幅広いものにできるよう支援しま
す。

中学校における食育の推進については、
栄養教諭の訪問支援等を通して、自校の
教職員が生徒の実態に応じた推進を図れ
るよう支援します。

中学校における食育の推進の進め方につ
いて、会議等を通して情報を共有し、各学
校が生徒の実態に応じた推進を図れるよ
う支援します。

５年間の評価
と総括

評価 （５年間の総括）

（数値目標がある場合）
達成率 100

取組
状況

H２７の取組内容

次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 R1年度目標と指標の目標値（R１）の差異の理由

H３０の取組内容 R１の取組内容
食に関する正しい知識と望ましい食習慣
を形成するため、栄養士や栄養教諭が担
任や養護教諭と協力をしながら、より良い
指導の在り方について、話し合うとともに、
授業実践等を行いました。

（年度目標に対する取組以外）

食に関する正しい知識と望ましい食習慣
を形成するため、栄養士や栄養教諭が担
任や養護教諭と協力をしながら、より良い
指導の在り方について、話し合うとともに、
授業実践等を行いました。

（年度目標に対する取組以外）

食に関する正しい知識と望ましい食習慣
を形成するため、栄養士や栄養教諭が担
任や養護教諭と協力をしながら、より良い
指導の在り方について、話し合うとともに、
授業実践等を行いました。

（年度目標に対する取組以外）

食に関する正しい知識と望ましい食習慣
を形成するため、栄養士や栄養教諭が担
任や養護教諭と協力しながら、より良い指
導の在り方について、話し合うとともに、授
業実践等を行いました。

（年度目標に対する取組以外）

食に関する正しい知識と望ましい食習慣
を形成するため、栄養士や栄養教諭が担
任や養護教諭と協力しながら、より良い指
導の在り方について、話し合い、教科横断
的な取組実践等を行いました。

（年度目標に対する取組以外）

A

年度
実績

小学校19校
中学校13校

小学校19校
中学校13校

小学校19校
中学校13校

小学校19校
中学校13校

小学校19校
中学校13校

年度
評価 A A A A

H２８の取組内容 H２９の取組内容

R１

小学校19校
中学校13校

小学校19校
中学校13校

小学校19校
中学校13校

小学校19校
中学校13校

小学校19校
中学校13校

年度
目標

H２７ H２８ H２９ H３０

小学校 １９校（Ｈ２５） １９校

中学校 １３校（Ｈ２５） １３校

4

指標 現状値（H２６） 目標値（R１）

施策の方向 「食育」の推進

担当課 学校教育指導課

施策内容と目標
教科・特別活動・総合的な学習の時間等において、食に関する正しい知識と望ましい食習慣を形成するため、担任と栄養士や栄養教諭、担任と養護教諭など、食育に専門性のある教職員と
のティーム・ティーチングによる授業を推進します。

指標

関連
計画

1 茅ヶ崎市教育基本計画 2 第２次茅ヶ崎市食育推進計画

3

茅ヶ崎市子ども・子育て支援事業計画　施策進捗管理シート

施策名 小・中学校などにおける「食に関する指導」の推進
方向性 継続 掲載頁 Ｐ 82

計画
体系

基本目標 親と子の健康の確保及び増進
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％A

この５年間で市内小学校１９校すべてが自校式調理場の運用をスタートできた。自校式調理場となり、給食を作っている現場を
直接目で見て、出来上がりの匂いを感じることにより、今までよりもさらに児童にとって給食を近くで感じられるようになった。ま
た各学校に１人ずつ栄養士が配置され、常に児童の様子を把握でき食育にもさらに力をいれられるようになった。
今後も安心安全な給食を提供できるよう衛生管理の充実に努め、毎日の給食を通じて児童の食に関する意識の啓発を図れる
よう引き続き給食指導及び栄養指導に入れていきたい。

平成２９年度に１８校目の自校式給食
となる、小和田小学校の給食調理場
の建設を進める。

平成２９年度に小和田小学校の給食
調理場を供用開始するとともに、３１年
度運用予定の今宿小学校給食調理場
の設計及び建設を進める。

平成３１年度に１９校目の自校式給食
調理場となる、今宿小学校給食調理
場の建設を進める。

老朽化した施設や設備の点検及び修
繕等を進め衛生環境の向上を図る。

５年間の評価
と総括

評価 （５年間の総括）

（数値目標がある場合）
達成率 100

取組
状況

H２７の取組内容

次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 R1年度目標と指標の目標値（R１）の差異の理由

H３０の取組内容 R１の取組内容
自校式給食調理場の設置校数17校目とし
て、平成２６年度に円蔵小学校に給食調
理場を建設し、平成２７年度より自校式調
理による給食を開始した。
（年度目標に対する取組以外）
給食を通して、適切な栄養の摂取や日常
生活における食事の正しい理解、また、地
場産物への関心を高めることなどを図っ
た。

自校式給食調理場の設置校数18校目とし
て、平成27年度より建設を進めてきた小
和田小学校給食調理場が完成し、平成29
年度から運用できるよう準備に取り組むと
ともに、今宿小学校給食調理場の設計業
務を開始した。
（年度目標に対する取組以外）
給食を通して、適切な栄養の摂取や日常
生活における食事の正しい理解、また、地
場産物への関心を高めることなどを図っ
た。

自校式給食調理場の設置校数18校目とし
て、平成29年度より小和田小学校給食調
理場の運用を開始。また、31年度運用予
定の今宿小学校給食調理場について、搬
入路の工事を行った。
（年度目標に対する取組以外）
給食を通して、適切な栄養の摂取や日常
生活における食事の正しい理解、また、地
場産物への関心を高めることなどを図っ
た。

29年度より建設を進めてきた今宿小学校
給食調理場が完成し、31年4月からの運
用開始に向けた取組を行った。

（年度目標に対する取組以外）
給食を通して、適切な栄養の摂取や日常
生活における食事の正しい理解、また、地
場産物への関心を高めることなどを図っ
た。

令和元年度より、市内小学校全校が自校
式調理場の運用となり、よりよい給食の提
供を行った。

（年度目標に対する取組以外）
学校給食場内は特に夏季や冬季は作業
環境が厳しいため、給食場内にエアコン
が未設置の学校に対して設置の検討を
行った。

A

年度
実績

自校式給食調理場の設置校数17校 自校式給食調理場の設置校数17校 自校式給食調理場の設置校数18校 自校式給食調理場の設置校数18校 自校式給食調理場の設置校数19校

年度
評価 A A A A

H２８の取組内容 H２９の取組内容

R１

自校式給食調理場の設置校数17校 自校式給食調理場の設置校数17校 自校式給食調理場の設置校数18校 自校式給食調理場の設置校数18校 自校式給食調理場の設置校数19校
年度
目標

H２７ H２８ H２９ H３０

自校式給食調理場の設置校数 １６校 １９校

4

指標 現状値（H２６） 目標値（R１）

施策の方向 「食育」の推進

担当課 学務課

施策内容と目標
小学校において、安全で楽しく給食が食べられるよう、給食指導及び栄養指導の充実を図るとともに、給食を通じて児童の食に関する意識の啓発を図ります。また、学校給食設備の整備を
すすめ衛生管理の充実を図ります。

指標

関連
計画

1 茅ヶ崎市教育基本計画 2

3

茅ヶ崎市子ども・子育て支援事業計画　施策進捗管理シート

施策名 小学校給食の充実
方向性 継続 掲載頁 Ｐ 82

計画
体系

基本目標 親と子の健康の確保及び増進
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％A
平成27年の時点では通院対象が小学3年生までだったが、平成30年4月には小学6年生まで、令和元年10月には中学3年生まで
と段階的に対象年齢を拡大し、この5年間で対象者は約1万人増え、医療費の経済的負担を軽減し、子育て世帯への支援を図っ
た。今後は更なる制度の拡充に向け検討を行っていく。

受給権のある小児の受給率の維持・向
上。未受給者に継続的に働きかけていく
必要がある。

Ｈ３０年４月から対象年齢の拡大と、一部
負担金の導入を行うため、周知等を徹底
する。

対象年齢の拡大、一部負担金導入後の医
療機関や審査支払機関との調整を行う。

通院医療費の助成対象を中学３年生まで
拡大することを検討する。

５年間の評価
と総括

評価 （５年間の総括）

（数値目標がある場合）
達成率

取組
状況

H２７の取組内容

次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 次年度に向けての検討事項 R1年度目標と指標の目標値（R１）の差異の理由

H３０の取組内容 R１の取組内容
医療証を自動更新にすることで市民の方
の負担を減らすとともに、小学校３年生ま
で対象年齢を拡大することで、従来よりも
小児医療の充実を図った。

（年度目標に対する取組以外）

審査支払機関の変更に伴う事務手続きの
変更等に対応した。

（年度目標に対する取組以外）

対象年齢の拡大、一部負担金の導入のた
めの手続きや関係機関との調整を行っ
た。また市民の方への周知を行った。

（年度目標に対する取組以外）

３０年度より対象を小学３年生から小学６
年生まで拡大し、更なる子育て世帯の経
済的負担の軽減を図った。

（年度目標に対する取組以外）

令和元年１０月より対象を中学３年生まで
拡大し、更なる子育て世帯の経済的負担
の軽減を図った。

（年度目標に対する取組以外）

A

年度
実績

５５３，５９４千円（Ｈ２７） ５６９，４３２千円（Ｈ２８） ５４７，１１８千円（Ｈ２９） ６１２，４９８千円（Ｈ３０） ６３０，２２５千円（H３１）

年度
評価 A A A A

H２８の取組内容 H２９の取組内容

R１

継続 継続 継続 継続 継続
年度
目標

H２７ H２８ H２９ H３０

茅ヶ崎市小児の医療費の助成に関する条例に基づいて実施 ４５７，２５８千円（Ｈ２５） 継続

4

指標 現状値（H２６） 目標値（R１）

施策の方向 小児医療の充実

担当課 子育て支援課

施策内容と目標
入院・通院ともに０～３歳児は全員、４歳児～小学３年生までの児童は所得制限を設けて医療費の保険診療分の自己負担分を助成します。さらに入院については、中学校卒業時まで所得制
限を設けて医療費の保険診療の自己負担分を助成します。

指標

関連
計画

1 2

3

茅ヶ崎市子ども・子育て支援事業計画　施策進捗管理シート

施策名 小児医療費助成事業
方向性 継続 掲載頁 Ｐ 85

計画
体系

基本目標 親と子の健康の確保及び増進

62


